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Presenter
Presentation Notes
はじめまして、私は一般社団法人　日本舶用工業会会長を務めております中島と申します。 

本日は、この様な会議に出席させて頂き誠にありがとうございます。 

これから少しの間、当工業会の「概要」と当会の主要な事業の一つである「グローバル展開の推進」　について簡単に説明させて頂きます。 




1966 : The Japan Shipbuilding Related Industries Association (established in October 1956) is renamed
the Japan Ship Machinery and Equipment Association (JSMEA) when merged with
the Japan Marine Engine Association (established in November 1948)

1971 : The JSMEA creates its Quality Control Guidance Headquarters
as the independent Japan Ship‐Machinery Quality Control Association

1991 : The JSMEA takes over the Japan Ship Machinery External‐Trade Association
1994 : The JSMEA takes over the Japan Marine Machinery Development Association
2013 : The JSMEA changes its status from an incorporated foundation to a general 

incorporated foundation
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Presenter
Presentation Notes
当スライドの沿革は当工業会パンフレット２ページに記載されております。 

当工業会は、舶用製品の高信頼性、省エネ・環境対応製品の安定供給等を通して、世界の海事産業の発展に貢献するために1966年に発足した団体です。 

現在、約240社の会員企業、約70社の賛助会員が当工業会のメンバーとなっております。
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Outline of JSMEA

Presenter
Presentation Notes

当スライドは当工業会役員の集合写真です。

当工業会の組織は会長１名、副会長６名、社員２２名で運営しております。




Overseas offices of JSMEA
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Presenter
Presentation Notes
海外拠点は、日本貿易振興会(JETRO)との共同事務所としてロンドン、シンガポール、香港に拠点を設けております。 

この拠点を活用し、アジア、欧州、アメリカ等の海事情報の収集、各種調査等も行っております。 

当会へご質問等がありましたら、ノルウェーの場合は、ロンドン事務所にお問い合わせ頂くことも出来ます。

問い合わせ先は当工業会パンフレット裏表紙に電話番号等記載されておりますので、ご覧頂ければと思います。



Outline of JSMEA activities
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Ⅰ
Promoting

Global development

Ⅱ
Stimulating technological development 

and 
tackling environmental issues

Ⅲ
Promoting securement

and
development of human resources

Presenter
Presentation Notes
当工業会の事業は大きく３つに分けることが可能です。
１つは「グローバル展開の推進」　２つ目は「技術開発の活性化及び安全・環境問題への対応」　３つ目は「人材確保・養成対策の推進」となっております。

この大きく分けた3つの事業を進めるにあたり、次ページで紹介する委員会、WG等の会員企業同士で協議する場を設けており、時には政府も加わり、各事業の対応方法や戦略に関する意見交換を行っております。
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Presentation Notes
当会の事業方針の決定は、当工業会パンフレット２ページ目に記載されている各委員会で行われます。
  
海外に関する事業の検討は「グローバル検討委員会」と「海外市場開拓検討委員会」の２つがそれぞれの意志決定機関です。

Offshore事業への政策に関する意思決定は、オフショアWGにて検討を行った後、最終的には グローバル戦略検討委員会が行います。

Nor-Shipping Exhibitionへの参加も”国際展示会ＷＧ”で議論し、グローバル戦略検討委員会で承認され、この様に参加しております。




Promoting Global development
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・ Nor-Shipping(Norway)
・Offshore Technology Conference (America)
・Posidonia（Greece）
・Marintec South America（Brazil）
・SMM Hamburg（Germany）
・IMPA（UK）
・Marintec China(China)
・KORMARIN(Korea)
・SMP World expo(India)

Presenter
Presentation Notes
当工業会では、先ほど説明させて頂きましたグローバル戦略検討委員会の下にある「国際展示会WG」や「オフショアWG」で我が国舶用製品の参入促進のための方法等を協議しており、様々な国の展示会への参加や、顧客の見安いカタログの作成、企業訪問等を行っての意見交換を積極的に行いながら製品をＰＲするとともに、ビジネスチャンス創出の機会を探っております。

このスライドは当工業会が参加している展示会名が記載されております。



Ⅰ
Promoting

Global development

Ⅱ
Stimulating technological development 

and 
tackling environmental issues

Ⅲ
Promoting securement

and
development of human resources
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Presenter
Presentation Notes
本日は、「グローバル展開の推進」取分け、オフショア事業への取り組みに特化して説明させて頂きます。

ここからは、担当の石田から説明させて頂きます。



Ⅰ
Promoting

Global development

～ Focusing on Offshore～
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Presenter
Presentation Notes
皆様はじめまして。
私はＪＳＭＥＡで海外事業、そしてOffshoreを担当しております石田と申します。

本日はこの様な好機の場を与えてくださり、誠にありがとうございます。

これから私達の様に日本を拠点としているJapanese Machinery & Equipment companiesとNorwegian Machinery & Equipment Companiesがどのように協力できる可能性があるのかを提案したいと思います。

お互い（ノルウェーと日本）の企業にとって利益を生みださなければなりませんので、個々の企業同士、より深く話し合いが必要だと思います。
今日は、１例として聞いていただけますと幸いです。
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Government

Ship owners

Manufactures

Research 
institutes

University

Ship builder

Japan ese Maritime Cluster

Presenter
Presentation Notes
まず、ノルウェーと日本は国内に“オーナー”　“造船”　“製品製造会社”が揃い、海事クラスターが揃っているところが少し日本と似ていると思っております。

しかし、２つ異なる点がございます。
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Government

Ship owners

Manufactures
Research 
institutes

University

Ship builder

Norwegian oil & maritime cluster

Oil & Gas
Company

Design

Presenter
Presentation Notes
それは、ノルウェーには設計企業“Design”があり、パッケージとして製品を組み合わせながら世界各国に販売している点と、ノルウェー政府もサポートしながらOil & Gas会社と設計企業、Manufacture企業が共同で研究所を設け、より優れた製品開発に取り組んでいる点です。
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Norwegian Maritime Competence Center

Presenter
Presentation Notes
２０１３年に、ＪＳＭＥＡはオーレスンのNorwegian Maritime Competence Centreへ会員企業と訪問し、どの様な取り組みをしているのか勉強させて頂きました。

この研究施設にはRolls-Roys社も入っており、製品の研究開発等を行いながら、効率的なパッケージ作成に取り組んでおられることがわかりました。

また、この写真の球体内のシミュレーターも見学させていただきました。
この球体の中のシュミレーションはとてもリアルで少し船酔いしました。

研究体制の他、この様な素晴らしい設備もお持ちであることに私達は大変驚きました。



13

How to Joint

1. Making the most of geographical advantages 
to provide joint services

2. Selling packages of products

1. Making the most of geographical advantages 
to provide joint services

2. Selling packages of products

Presenter
Presentation Notes
さて、その様な中本題に入りたいと思います。

本日は、２つの協力（案）を提案したいと思います。
１つは地理的利点を活かしたJOINT方法です。
2つ目はパッケージの作成方法です。
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Presenter
Presentation Notes
昨今、アジアエリアとアフリカエリアでのOil & Gasのポテンシャルも高いことが様々なデータ資料に掲載されております。

もし、アジアエリアでノルウェーの製品が使用されている場合、急なメンテナンスやサービスが必要になった場合は日本企業からサービス員を送っての対応等もできるのではないでしょうか？

その方が、より早く、よりコストも安くクライアントにとって良いパフォーマンスを提供できるのではないでしょうか。

昨今、日本企業のMODEC社もアフリカエリアでの生産を行っておりますが、その逆で、アフリカエリアに日本製品が入った場合も、同様のサービスができないものでしょうか？






Norwegian Maritime Exporters (NME)
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Presentation Notes
その様な同業種同士のビジネス発展の可能性発掘のため、２０１３年は展示会場でNorwegian Maritime Exporters (NME)とお互いの会長同士で双方の活動紹介を行いました。
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Presenter
Presentation Notes
２つ目はパッケージでの協力に関する提案です。

アジアエリアにノルウェーパッケージが販売された場合、製品もすべてヨーロッパから輸入すると、開発オペレーターや造船所にとって、大変コストが高くなってしまう可能性があります。

そのために、日本の同業種と協力しての、ライセンス生産をしての製造。
または、パッケージ内に日本製品を少し取り入れる。等して世界とのコスト競争力にもノルウェーと日本が協力しても打ち勝っていくことが可能なのではないでしょうか？
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Norwegian Ship owners Association

Presenter
Presentation Notes
私達は、ノルウェー、日本が協力して世界市場へより参入できる可能性を探しております。

４年前からノルウェー船主協会へも表敬訪問をし、情報交換をしている他、IDA SKARD Director General  of NORWEGIAN MINISTRY OF TRADE AND INDUSTRY様からご紹介してくださり、Kleven Velft造船所へも訪問し、意見交換をさせていただきました。

この様に展示会をきっかけとして、両国間のオフショアや海事産業向上に向けて取り組んでおります。 
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KLEVEN VELFT Shipyard
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Presentation Notes
この２つの提案を実現させるには、まずはどの様な日本企業がどの様な製品を製造していて、どのくらい実績があるのかを知って頂かなくてはなりません。

今回、このＷＥＢサイトを紹介したいと思います。



Offshore Technology Conference
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Presenter
Presentation Notes
また、最後に２つ告知をさせてください。

１点目
ＪＳＭＥＡは毎年５月にOffshore Technology Conferenceにも参加しております。
多くのノルウェー企業も参加しているので、ぜひ日本パビリオンに来ていただけますと幸いです。

また、会期中はヒューストン市内のホテルでネットワーキングレセプションを開催しております。
こちらも是非参加して頂けますと幸いです。



JSMEA activities
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Government

Ship owners

Manufactures

Research 
institutes

University

Ship builder

Japanese maritime 
cluster

ＳＥＡ JAPAN

Presenter
Presentation Notes
２点目
2016年は４月13日～15日に、日本政府、船主、造船、研究機関、大学、舶用工業が一体となった海事クラスターを形成し、海外に向けてのPRをする展示会　ＳＥＡ　ＪＡPAが開催されますので、こちらも、再び訪問して頂けますと幸いです。 
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Thank you for your attention.

Presenter
Presentation Notes
本日はノルウェーとオフショア分野のみならず素晴らしい関係の始まりとすることが出来れば幸いです。

ご静聴ありがとうございました。
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